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１.概 要 
現地は沖積平野に位置し、沖積層が 15~20m 程度堆積する軟弱地盤地帯にあたる。付近
は住宅街として発達している地域である。該当地は 1985 年に木造 2 階建から軽量鉄骨造 2
階建に建替えられた。1993 年西側隣地にて、木造 2 階建住宅が解体され、重量鉄骨造 4 階
建のマンションが着工した。5 月末に基礎工事が着工され、GL-1m 程度まで掘削されたが



























支持杭を GL-21ｍまで打設していることが示された。  
































粘性土は大きく強度低下し、新たな圧密沈下が生じた 等が現実的には考えられる。  
マンションが竣工してからの争いになったことや施主甲側の立証上の問題はあったか
と思われるが、専門家レベルでは違和感のある判決であった。  
























図 3 主要測定点の時間沈下曲線と不陸発生時期の推定 
 【報告】軟弱地盤（腐植土）への盛土に伴う不同沈下事例 
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１.概 要 
現地は台地に挟まれた谷底平野に位置し、水田として利用されていた。2.5~4m 程度の盛
土により、14 区画の住宅団地となった（図 1）。盛土造成後、間もなく 2 階建て戸建住宅が
建築された。基礎仕様は布基礎で地盤補強工事は実施されていない。築後 3 ヶ月頃からサ
ッシのクレセントの掛かりが悪い等の不調が発生していた。築後 11 ヶ月の時点で、レベル




























図 1 地形概要図 
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図 3 SWS 試験による地盤推定断面図 













































る図 4 ボーリング結果による地層推定断面図 
 【報告】盛土の圧縮沈下（水浸沈下）に伴う不同沈下事例 
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量が 26mm、最大傾斜角が 2.75/1000 となって
いた（図 1）。  
また、造成計画平面図から該当宅地の断面






















図 1 相対沈下量(mm)と傾斜角 
図 2 相対沈下量(mm)と傾斜角 
 ２.原 因 
宅地のほとんどが切土の範囲となっているが、見えがかり高さ 5m の L 型擁壁が存在し
ている。L 型擁壁の場合、ベースを設けるために見えがかり高さ程度は掘削されているこ
とが多く、L 型擁壁の背面土は埋土（盛土）となる。スウェーデン式サウンディング試験
































図 3 SWS 試験結果と推定断面図 
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